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　次いで、平成 17 年秋から 19 年３月まで、同じく板倉町との共同研究として「板倉町観光振興計
画」策定準備のために国際地域学部の教員９人が調査研究に従事した。その成果は「板倉町観光振
興計画に関する共同研究報告書」（板倉町観光振興計画共同研究部会編集：地域活性化研究所発
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り、一時は 300 を超えるほどの盛況をみたが、2010 年ころからブームも下り坂になり、中止され
るものも多くなっている。
　渡良瀬遊水地周辺地域では、近年「小山検定」（小山市観光協会：平成 25 年以降）、「加須うど
ん・こいのぼり検定」（加須市：平成 26 年以降）、「とちぎ文化検定」（栃木市教育委員会：平成 27
年開始）が実施され、「ご当地検定」が普及し始めたところである。














































































　公募の結果、「わたらせ検定」への応募者はジュニア検定１名（小６）、一般検定 15 名の合計 16
名であった。一般検定は４名の欠席者が出たので、実受検者数は 11 名であった。職業別にみる
と、公務員が４名、会社員が１名、自営業が１名、無職が５名である。それを年齢階層別にみる
と、30 歳代が２名、40 歳代が３名、60 歳代が３名、70 歳代が３名であった。なお、欠席者のうち






文化・災害・歴史に関する問題）16 問であり、合計 80 問中の最高正答数は 59 問（２名：正答率
74％）、最低正答数は 28 問（１名：正答率 35％）であった。10 点台ごとに区分すると、20 点台１














































































































































































・「小山を 100 倍楽しめる本（Q&A250）、平成 23 年３月（「小山検定」のテキスト。）
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　（注 ）栃木市教育委員会では、平成 27 年３月に初めての「とちぎ文化検定試験」を実施し、基本
テキストとしてこのガイドブックを利用している。
・「ハートランドのかくれんぼ」、栃木市・栃木女子高校美術部協同編集、平成 27 年５月
　（注 ）子どもたちとその保護者が渡良瀬遊水地に親しむきっかけにつなげるための PR 絵本です。
 （３）加須市
　 加須市は平成 26 年から「加須うどん・こいのぼり検定」を実施しているが、テキストは発行し
ていない。
